
都市計画に関する大切なふたつの事業を
同時に進めています。
避難指示（警戒レベル４）で必ず避難！
EcoNews

都市計画に関する大切なふたつの事業を
同時に進めています。
避難指示（警戒レベル４）で必ず避難！
EcoNews

主な内容主な内容

　6月５日に「玉若酢命神社御霊会風流」が行われま
した。コロナ禍のため、規模が縮小され、神事のみ執
り行われました。

【今月の表紙】浦安の舞

7
2021
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特
集
（
１
）

建
設
課
都
市
計
画
推
進
室

「
立
地
適
正
化
計
画
」づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

西
郷
都
市
計
画
区
域

｢

立
地
適
正
化
計
画
」
と
は

　
「
立
地
適
正
化
計
画
」
は
、
都
市
施
設

や
住
宅
の
集
積
に
関
す
る
誘
導
方
針
を

定
め
る
こ
と
で
、
商
業
や
居
住
の
機
能

を
維
持
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を
形
成

す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　
「
立
地
適
正
化
計
画
」
は
、
全
国
の
都

市
で
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

離
島
で
は
隠
岐
の
島
町
が
は
じ
め
て
と

な
り
ま
す
。

西
郷
都
市
計
画
区
域
で

　
　

「
立
地
適
正
化
計
画
」

　
　
　
　
　

を
進
め
る
必
要
性

　

西
郷
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
利
用

を
み
る
と
、
西
郷
港
玄
関
口
地
域
に
は

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
宿
泊
施
設
、

住
宅
が
立
地
し
、
平
や
下
西
や
城
北
町

に
は
役
場
、病
院
、大
規
模
小
売
店
が
立

地
し
て
い
ま
す
。人
口
が
減
少
す
る
な

か
、
都
市
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
30
年
後
に
も
ま

ち
の
都
市
機
能
や
居
住
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

的
な
都
市
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
方
か
ら
、「
立
地
適
正
化
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な

　
　

都
市
構
造
を
決
め
る

　

西
郷
都
市
計
画
区
域
に
は
町
全
体
の

約
6
割
の
人
が
住
み
、
多
く
の
人
が
役

場
や
病
院
、
買
い
物
や
外
食
に
訪
れ
て

い
ま
す
。こ
の
活
力
を
持
続
可
能
な
も

の
と
す
る
た
め
に
都
市
機
能
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の

機
能
強
化
と
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
の
た
め
の
都
市
構
造
を
決
め
ま

す
。こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
町
全
体
へ
と

活
力
の
波
及
が
期
待
で
き
ま
す
。

基幹的な公共交通軸
中心拠点

地域／生活拠点

高次の
都市機能を提供 中心拠点と生活拠点

などを結ぶ都市軸

日常的な
生活サービス
機能を提供

都市計画審議会都市計画審議会

スケジュール立地適正化計画づくりの体制

検討委員会

都市計画審議会

立地適正化検討委員会

庁内連絡会

（専門部会）
パブリック
コメント 決定

町町

庁内連絡会
構成：関係課の係長

諮問
答申

都
市
計
画
に
関
す
る
大
切
な
ふ
た
つ
の
事
業
を

　
　
　
　
　

同
時
に
進
め
て
い
ま
す

都
市
計
画
に
関
す
る
大
切
な
ふ
た
つ
の
事
業
を

　
　
　
　
　

同
時
に
進
め
て
い
ま
す

都
市
計
画
に
関
す
る
大
切
な
ふ
た
つ
の
事
業
を

　
　
　
　
　

同
時
に
進
め
て
い
ま
す

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

｢

立
地
適
正
化
計
画
」
と
の
関
係

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の

　
　

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る

｢

都
市
再
生
整
備
計
画
」
と
は

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア

　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
は
、
平
成
30

年
8
月
か
ら
令
和
2
年
6
月
に
か
け
て

策
定
し
た
「
西
郷
港
玄
関
口
ま
ち
づ
く

り
計
画
」に
も
と
づ
き
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ

リ
ア
の
具
体
的
な
整
備
内
容
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。

　

西
郷
港
玄
関
口
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
方
針
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

西郷港玄関口まちづくり計画

理
念

方
針

　

海
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　

世
代
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

〜
に
ぎ
わ
い
と
安
心
・
安
全
の
実
現
〜

　
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
整
備
」を

核
と
し
て
、「
み
ち
」「
か
わ
」「
台
地
」

が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
西
郷
港
玄
関

口
地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
ま
す
。

　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」づ
く
り
で
は
、

都
市
計
画
区
域
全
体
の
将
来
の
ま
ち
の

理
念
や
方
針
を
定
め
る
「
立
地
適
正
化

計
画
」の
考
え
方
を
受
け
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

エ
リ
ア
の
位
置
づ
け
や
整
備
内
容
を
計

画
し
ま
す
。

　
「
立
地
適
正
化
計
画
」
に
よ
っ
て
、
こ

の「
都
市
再
生
整
備
計
画
」を
実
施
す
る

こ
と
に
対
し
て
国
か
ら
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
空
間
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
「
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
」の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
案
の
決
定
は
町
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
ま
す
が
、決
定
ま
で
の
過
程

で
は
、地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
や
商
売

を
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
説
明
と
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
意
見
交
換
会
お
よ
び
専
門
家
か

ら
な
る
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
ほ

か
、国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
協
議

を
行
っ
て
、隠
岐
の
島
町
の
顔
と
な
る
魅

力
あ
る
玄
関
口
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ターミナルエリア整備計画づくりの体制

デザインコンペ
公　募

隠岐の島町
仕様書
決定

整備計画決定デザイン案
決定

意見交換会

デザイン会議

ターミナルエリア整備のスケジュール

都市計画事業の開始

ターミナルエリア意見交換会の様子
検討委員会の様子

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
整
備
で
は
、

交
通
・
交
流
・
商
業
・
暮
ら
し
・
景
観

の
機
能
を
も
つ
活
力
あ
る
空
間
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

意見交換会

町民（居住者・利用者など）
事業者（飲食・物販店など）
関係機関（観光協会・商工会など）

デザイン会議
・まちづくり総合コーディネーター
・交通に関する専門家
・空間デザイン、景観の専門家等

島根県
隠岐支庁
都市計画課等

説明アドバイス

意見相談

隠岐の島町
（関係部署が連携）

計画策定の責任主体

都市再生整備計画

連携
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お問い合わせ先　　役場　総務課　危機管理室　☎２－２１１１

警戒レベル5は、

すでに安全な避難ができず

命が危険な状況です。
警戒レベル5緊急安全確保の
発令を待ってはいけません！

避難勧告は廃止されます。

これからは、

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間のかかる

高齢者や障害のある人は、

警戒レベル3高齢者避難で
危険な場所から避難
しましょう。

避難のポイント
・危険が迫る前に早めに安全な場所に避難しましょう。
・大雨などにより、普段は問題ない場所（河川・用水路等）でも危険な可能性があります。
　それらの場所に注意しながら避難しましょう。
・災害時の移動は危険を伴います。避難が必要かどうか冷静に判断しましょう。
・町が開設する避難所は、ホームページや防災行政無線で確認してください。

警戒レベル

4

令和3年5月20日から
避難指示で必ず避難

ひ な ん し じ

避難勧告は廃止です
ひ な ん か ん こ く

※１　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３　警戒レベル 3は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難
　　　するタイミングです。

・避難指示(緊急）
・避難勧告

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害発生情報
（発生を確認したときに発令）

避難準備・
高齢者等避難開始

これまでの避難情報等

警戒レベル 新たな避難情報等

５ 緊急安全確保
きんきゅうあん ぜん かく ほ

※１
災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫
災害発生
又は切迫

避難指示
ひ なん し じ

※2４ 災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い
災害の
おそれ高い

高齢者等避難
こう れい しゃ とう ひ なん

※３3 災害の
おそれあり
災害の
おそれあり
災害の
おそれあり

気象状況
悪化
気象状況
悪化
気象状況
悪化２ 大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）

今後気象状況
悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ
今後気象状況
悪化のおそれ1 早期注意情報

（気象庁）

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

☆ごみの減量化を始めよう！
　隠岐の島町の課題となっているごみの減量化ですが、皆さんのご家庭では日々どのような減量
化が行われているでしょうか？
　令和元年度のごみ原単位（１人が１日に出すごみの量）を見ると、隠岐の島町は依然として県
内でもトップクラスに多い状況であり、ごみの減量化が進んでいません。さらにこの値は年々増
加傾向にあることから、今後早急に減量化を進めていく必要があります。
　ごみは皆さんの意識次第で大きな減量化が見込めます。一人ひとりがごみの減量化に対する意
識を変えていきましょう。

正しい分別を行うことで、環境負荷軽減につながるだけではなく、住民一人ひとりの負担も軽減さ
れます。今後も分別ルールは正しく守っていきましょう！

隠岐の島町役場　環境課　生活環境係
電話：２－８５６５　FAX：２－４０５０お問い合わせ先

市町村名
海士町
隠岐の島町
西ノ島町
江津市
飯南市
奥出雲町
知夫村
大田市
松江市
吉賀町
出雲市

ごみ原単位
1,168
1,090
931
724
659
634
623
558
551
545
537

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17
18
19

市町村名
川本町
雲南市
浜田市
安来市
益田市
津和野町
邑南町
美郷町

島根県
前年値

ごみ原単位
536
535
520
487
485
445
399
396

555
1,115

リサイクル率
48.0
41.9
41.5
37.0
35.5
26.9
26.8
22.7
22.1
20.5
19.8

市町村名
雲南市
美郷町
邑南町
川本町
知夫村
松江市
津和野町
吉賀町
安来市
浜田市
江津市

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17
18
19

市町村名
益田市
飯南町
海士町
大田市
出雲市
奥出雲町
西ノ島町
隠岐の島町

島根県平均
前年値

リサイクル率
19.6
17.9
13.6
12.8
11.6
9.0
7.1
5.6

21.9
6.1

一人1日当たりのごみの排出量（R1年度）　　単位：ｇ/人日 R1リサイクル率（％）

一人1日当たりのごみの排出量＝（家庭系ごみ総排出量－資源ごみ）÷人口÷365日
環境省：令和元年度一般廃棄物処理実態調査

環境省：令和元年度一般廃棄物処理実態調査

EcoNewsEcoNewsEcoNewsEcoNewsEcoNews -vol.1--vol.1--vol.1--vol.1--vol.1-

資源ごみ排出の徹底
缶・びん・ペットボトル 古　紙

フタを外して洗い
指定袋へ 紐で十字に縛る

集積所（ステーション）へ排出【無料収集】

※隠岐の島町では古紙が
可燃ごみで出される傾
　向にありますので、資
　源排出にご協力くださ
　い。

食品ロスの削減

1．水 切 り→生ごみの約80％は水分といわ
れるため、水切りで減量化

2．使い切り→賞味期限の確認、計画的な
買い物

3．食べ切り→食べきれる量を作る、余っ
た料理もきちんと保存

※おにぎり１個分の量を節約できると
　約１００gの減量化が見込まれます。
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Part
37
Part
37

健
康
づ
く
り
通
信

町
の
監
査
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

２
名
の
監
査
委
員
が
決
定
し
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
で

す
。

　

監
査
委
員
に
は
財
務
に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
、
法
律
違
反
を
し
て
い
な
い

か
、
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監

査
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

嶽野　正弘米澤　壽重

〜
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
〜

　

今
や
、
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
か
か

り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡
く
な
る

時
代
で
す
。
が
ん
は
死
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
お
り
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
隠
岐
の
島
町
で
行
っ
て
い

る
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
年
々
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
の
重
要

性
を
知
り
、
自
分
や
家
族
の
た
め
に
も

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
が
ん
検
診
の
対
象
は

　
　
　
　
　
　
　
「
症
状
が
な
い
人
」

　

が
ん
検
診
は
、
症
状
が
な
い
方
に
受

け
て
ほ
し
い
検
診
で
す
。

　

が
ん
細
胞
は
、
検
査
で
発
見
で
き
る

大
き
さ
（
１
セ
ン
チ
程
度
）
に
な
る
ま

で
、
10
年
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
間
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
自
身
で
気
づ
く
こ
と
は
困

難
で
す
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
の
大
き

さ
に
な
っ
た
が
ん
細
胞
は
急
速
に
大
き

く
な
り
、
症
状
が
出
る
な
ど
、
異
変
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
何
ら
か
の
症
状
が

出
て
か
ら
見
つ
け
た
が
ん
は
、
進
行
し

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
治
療

を
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
手
遅

れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
が
ん
検
診
の
目
的

　

が
ん
検
診
は
、
受
診
者
に
対
し
て
、

「
が
ん
が
あ
り
そ
う
（
異
常
あ
り
）
」

「
が
ん
が
な
さ
そ
う
（
異
常
な
し
）
」

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
判
定
し
ま
す
。
そ

し
て
、
「
異
常
あ
り
」
と
判
断
さ
れ
た

人
に
、
精
密
検
査
を
行
い
、
早
期
に
が

ん
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

が
ん
の
種
類
や
発
生
場
所
に
よ
っ
て

は
初
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
早
期
発
見
に
は
、

が
ん
検
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

◆
隠
岐
の
島
町
の
が
ん
検
診

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
対
象
の
方
に
毎

年
、
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
行
う
集
団
が
ん
検
診
は
、

４
〜
５
月
で
終
了
し
て
い
る
も
の
が
多

い
で
す
が
、
個
別
が
ん
検
診
は
隠
岐
病

院
で
、
来
年
２
月
18
日
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
電
話
（
代
表
２-

１
３
５
６
）

や
受
診
時
な
ど
、
健
診
室
に
て
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隠
岐
病

院
で
の
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診

と
の
同
時
受
診
も
で
き
ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
な
ど
、

詳
し
く
は
通
知
書
と
併
せ
て
お
送
り
し

た
、
「
各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

７
月
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
集
団
検

診
や
、
８
月
に
実
施
予
定
の
乳
が
ん
検

診
の
予
約
が
あ
り
ま
す
。
無
料
と
な
る

年
齢
の
方
に
は
７
月
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
乳
が
ん
検
診
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
便
３
３
２
号

（
６
月
10
日
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

保
健
福
祉
課
健
康
係

☎
２-

８
５
６
２

う
〜

30.0％ 49.5％ 20.5％

17.3％ 48.9％ 33.8％

9.5％ 35.3％ 55.2％

がん発見時の進行度合いと発見の経緯
島根県地域がん登録データ 2007-2015

がん検診・健康診断・
人間ドック

他疾患の経過観察中

症状等があり受診、その他

早期がん 進行がん

■ 上皮内　■ 限局　■ 領域リンパ節転移＋隣接臓器浸潤＋遠隔転移

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-

2
2
0
6
（
代
表
）

　

駅
鈴
は
奈
良
時
代
に
役
人
の
往
来
の

た
め
に
作
ら
れ
た
鈴
で
す
。
各
地
を
繋

ぐ
道
に
駅
（
う
ま
や
）
が
設
け
ら
れ
、

そ
こ
を
通
る
に
は
駅
鈴
が
必
要
で
し

た
。
当
時
は
全
国
に
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
玉
若
酢
命
神
社
社
家
億
岐
家
に

伝
わ
る
国
の
重
要
文
化
財
「
隠
岐
国
駅

鈴
」
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
国
駅
鈴
は
古
代
だ
け
で
は
な

く
、
江
戸
時
代
に
も
活
躍
し
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
天
明
５
年
（
１
７

８
５
年
）
、
億
岐
家
の
当
主
が
駅
鈴
を

帯
同
し
て
京
都
へ
上
り
、
多
く
の
人
に

駅
鈴
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
光

格
天
皇
も
駅
鈴
を
天
覧
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
天
明
８
年
（
１
７
８
８

年
）
に
京
都
の
大
火
で
御
所
が
焼
失

し
、
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
年
）
11
月

「光格天皇御下賜唐櫃」
（駅鈴とともに
昭和10年4月30日指定）

隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間午前10時～午後6時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間午前10時～午後6時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

　ミニリサイクル市を開催します。一般書や児
童書、マンガなどいろいろと置いていますの
で、ぜひお立ち寄りください。
期間：7月1日（木）～17日（土）
場所：図書館入口
※コロナ対策で密を避けるため、リサイクル市
を小規模で年数回に分けて行っています。会
場では手指の消毒・マスク着用などにご協力
ください。

〇はじめてのえほん:
　　　　　毎週日曜午前10時30分～11時
　　　　　　※18日（日）は休館日のため除く
〇アゴラ：10日（土）午後2時30分～
○たなばた会：3日（土）午後3時～3時30分

休館日：5日（月）・12日（月）・18日（日）・
　　　　19日（月）・26日（月）

7月の行事と休館のお知らせ7月の行事と休館のお知らせ

たなばた会の開催についてたなばた会の開催について

ミニリサイクル市の開催についてミニリサイクル市の開催について

に
新
た
に
完
成
し
た
御
所
へ
の
大
行
列

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
行
列
に
光
格
天

皇
は
古
代
の
様
式
に
な
ら
っ
て
太
刀
な

ど
と
と
も
に
鈴
を
加
え
、
駅
鈴
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
億
岐
家
に
は
「
先
年
披

露
し
た
駅
鈴
を
持
っ
て
、
早
急
に
上
洛

す
る
よ
う
に
」
と
い
う
文
書
が
残
っ
て

い
ま
す
。
新
御
所
へ
の
行
列
の
様
子
は

当
時
の
日
記
等
に
記
録
さ
れ
、
今
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て

い
る
「
寛
政
二
年
新
造
内
裏
遷
幸
御
行

列
図
并
行
列
書
」
は
行
列
の
全
容
を
描

い
た
絵
巻
物
で
、「
鈴
鎰
（
れ
い
い
つ
）
」

と
し
て
駅
鈴
を
収
め
た
唐
櫃
と
、
運
ぶ

人
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

億
岐
家
に
は
駅
鈴
の
返
却
時
に
、
唐

櫃
と
、
大
判
一
枚
が
下
賜
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
唐
櫃
が
「
光
格
天
皇
御

下
賜
唐
櫃
（
こ
う
か
く
て
ん
の
う
ご
か

し
か
ら
び
つ
）
」
で
あ
り
、
隠
岐
国
駅

鈴
の
付
属
品
と
し
て
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
定
文
化

財
と
文
書
は
億
岐
家
宝
物
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　図書館でたなばた会を行います。絵本の読み聞
かせや、短冊の作成を行います。
定員は20名です。前日までにお申し込みくださ
い。
日時：7月3日（土）午後3時～3時半
場所：図書館研修室
　　　　　　　　　

vol.47

の

隠岐国駅鈴
（おきのくにえきれい）
附光格天皇御下賜唐櫃
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
カ
ト
リ
ー

ナ
で
す
。
ま
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に

行
っ
て
き
ま
し
た
！

　

梅
雨
が
始
ま
っ
た
頃
、
晴
れ
て
い
る

日
を
捕
ま
え
て
、
同
僚
と
二
人
で
ｅ-

ｂ

ｉ
ｋｅ
に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

ｅ-

ｂ
ｉ
ｋｅ
は
ご
存
じ
で
す
か
？
電
動
ア

シ
ス
ト
が
あ
る
自
転
車
の
種
類
で
す
。

隠
岐
の
島
町
観
光
協
会
か
ら
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
！
私
は
ス
ポ
ー
ツ
に
向

い
て
い
な
く
て
、
体
力
が
あ
ま
り
な
い

で
す
が
、
普
通
の
自
転
車
で
は
行
け
な

い
距
離
をｅ-

ｂ
ｉ
ｋｅ
で
楽
し
く
行
け
ま

し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経
路

　

今
回
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
は
、
少

し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
西
郷
港
か
ら
私

の
お
気
に
入
り
の
場
所
の
一
つ
、
亀
の

原
水
鳥
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。
都
万

に
近
づ
く
と
、
美
し
い
海
岸
景
色
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
私
の
出
身
で
は
見
ら

れ
な
い
風
景
も
目
に
映
り
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
が
広
が
っ
て
、
そ
の
向
こ
う
に
山

と
海
も
見
え
る
風
景
で
す
。
そ
し
て
塩

の
浜
に
着
い
た
ら
、
少
し
休
憩
を
し

て
、
水
分
を
と
り
な
が
ら
景
色
を
眺
め

ま
し
た
。

　

次
に
都
万
の
船
小
屋
に
よ
っ
て
、
亀

の
原
水
鳥
公
園
に
到
着
！
他
に
人
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
カ
モ
た
ち
が
エ
サ
を

欲
し
が
っ
て
私
た
ち
を
パ
タ
パ
タ
と
追

い
か
け
て
き
ま
し
た
。
カ
モ
に
エ
サ
を

あ
げ
た
り
、
大
き
な
鯉
を
見
た
り
、
の

ん
び
り
過
ご
し
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
雰
囲
気
な
の
で
、
行
く
と
毎

回
、
「
も
う
少
し
長
く
い
た
い
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ｅ-

ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
の
感
想

　

確
か
に
車
で
は
も
っ
と
遠
く
行
け
ま

す
し
、
速
く
も
走
れ
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
自
転
車
の
魅
力
は
自
然
に
よ
り

近
づ
け
る
こ
と
で
す
。
窓
の
向
こ
う
を

通
り
か
か
る
景
色
を
見
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
景
色
の
中
に
い
る
と
実
感
で

き
ま
す
。
顔
に
吹
く
風
、
肌
に
触
れ
る

日
差
し
、
鳥
の
鳴
き
声
、
海
か
ら
潮
の

匂
い
。
（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
、

自
然
環
境
に
優
し
い
交
通
手
段
で
も
あ

り
、
運
動
に
も
な
り
ま
す
。
）

　

反
省
と
し
て
、
最
初
か
ら
電
気
に
も

う
少
し
頼
っ
て
体
力
を
保
て
て
い
れ

ば
、
帰
り
が
楽
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
も
う
一
点
は
コ
ー
ス
で

す
。
都
万
ま
で
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
の
道
が
ず
っ
と
登
り
で
疲
れ

ま
し
た
。
水
鳥
公
園
が
と
て
も
好
き
な

の
で
、
で
き
れ
ば
ぜ
ひ
行
っ
て
欲
し
い

で
す
が
、
も
う
少
し
の
ん
び
り
し
た
体

験
を
し
た
い
方
に
は
、
都
万
ま
で
の
往

復
が
ち
ょ
う
ど
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

疲
れ
て
、
次
の
日
は
筋
肉
痛
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
たｅ-

ｂ
ｉ
ｋｅ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
く
つ
か
近
い
場
所
ま
で
乗
っ
て
み
た

い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
自
転
車
に
乗
る

と
気
が
付
く
こ
と
が
違
い
ま
す
し
、
そ

の
場
所
に
い
る
と
よ
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
私
は
自
然
が
と
て
も
好
き
な
の

で
、
自
転
車
の
そ
の
と
こ
ろ
が
特
に
好

き
で
す
。

　

さ
て
、
次
は
ど
こ
に
行
き
ま
し
ょ
う

か
？

出身地では見られない風景

亀の原水鳥公園のカモ

情
報アラ

カ
ル
ト

情
報

　

ア
ラ
カ
ル
ト

情
報アラ

カ
ル
ト

第28回

自
然
を
感
じ
る

交
通
手
段

ｅ-

ｂ
ｉ
ｋ
ｅ

自
然
を
感
じ
る

交
通
手
段

ｅ-

ｂ
ｉ
ｋ
ｅ

吉田　聖子さん
（隠岐ジオパークツアーデスク）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど

で
業
務
が
増
加
す
る
医
療
従
事
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
、
応
援
し
た
い
と
の
趣

旨
で
『
〜
医
療
従
事
者
と
共
に
地
域
の

未
来
を
守
る
助
け
合
い
の
輪
！
〜
サ
ン

ク
ス
！
フ
ラ
ワ
ー
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
を
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
様
が
企
画
さ
れ
、

島
根
県
産
の
花
を
使
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
11
月
前
半
ま
で
、

毎
月
２
回
計
12
回
提
供
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し
た
。

少
し
で
も
癒
さ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
隠
岐
病
院
の
受
付
横
の
カ
ウ

ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
も
病
院
に
寄
ら
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
16
日
（
日
）
に
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
悪
天
候
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
「
空
港
ふ
れ
あ
い
公
園
」

か
ら
「
西
郷
岬
灯
台
」
ま
で
の
1.3
㎞
を

４
名
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
つ
な
ぎ
ま
し

た
。

　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
記
念
に
残
る
１
日
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

贈呈の様子

聖火ランナーの皆さん
（左から松下耕太郎さん、
　　　　津川直輝さん
　　　　齋藤喜美枝さん
　　　　村上龍二さん）

医
療
従
事
者
の
み
な
さ
ん
に

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
が
隠
岐
の
島
町
に
！

池田　麗菜さん
（隠岐養護学校）

〇
き
っ
か
け

　

高
校
生
の
息
子
と
中
学
生
の
娘
と
一

緒
に
、
千
葉
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
子
供
た
ち
が
お
世
話
に
な
る
土

地
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
時
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

存
在
を
知
り
、
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〇
隠
岐
の
島
町
の
印
象

　

初
め
て
暮
ら
す
隠
岐
の
島
は
驚
き
の

連
続
で
、
子
供
た
ち
と
日
々
新
し
い
発

見
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

〇
事
業
内
容
及
び
抱
負

　

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
で

は
、
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ガ
イ
ド

や
小
中
学
校
へ
の
環
境
学
習
に
携
わ
り

ま
す
。

〇
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

隠
岐
の
島
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
で
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

○
き
っ
か
け

　

自
閉
症
の
方
の
、
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
可

能
性
を
感
じ
た
一
方
で
、
就
職
難
と
い

う
課
題
を
目
の
当
た
り
に
し
た
た
め
。

○
隠
岐
の
島
町
の
印
象

　

町
全
体
が
家
族
！

　

ど
こ
へ
ご
挨
拶
に
訪
れ
て
も
「
何
か

あ
っ
た
ら
力
に
な
る
け
ん
、
い
つ
で
も

来
て
ね
」
と
、
温
か
い
お
声
を
か
け
て

頂
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

○
事
業
内
容
及
び
抱
負

　

障
が
い
児
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
を

応
援
し
、
個
人
で
は
行
き
つ
か
な
か
っ

た
「
ま
だ
見
ぬ
未
来
」
を
、
一
緒
に
創

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

隠
岐
人
で
あ
る
み
な
さ
ん
の
つ
ぶ
や

き
か
ら
、
新
し
い
未
来
が
始
ま
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
想
い
、
た
く
さ
ん
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
！

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
２
名
加
わ
り
ま
し
た
。
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戸
籍
コ
ー
ナ
ー

広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
までお問い合わせください。

電　話　2-8572
メール　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

広告募集中!広告募集中!

ご
結
婚（

氏
名
）

（
地
区
）

石
田  

和
生　
　

是
津  

桜

夫妻

代代

（
澤
田  

拓
也

湊　

  

奈
津
希

夫妻

栄
町

栄
町

（ 廣
江  

斗
愛

橋
本  

航
弥

池
田  

颯
玖

藤
田  

流
誓

高
梨  

夏
寧

吉
田  

颯
海

座
間  

詠
也

阿
波  

瑞
季

池
田  

櫂
李

瀧
本  

さ
く
ら

平城
北
町

西
町

栄
町

東
町

今
津

小
路

飯
田

栄
町

東
町

廣
江  

俊
則

橋
本  

典
尚

池
田  

祐
介

藤
田  

祐
治

高
梨  

航
士

吉
田  

奨

座
間  

美
香

阿
波  

智
明

池
田  

栄
三

瀧
本  

昌
生

（
氏
名
）
（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生と

あ

こ
う
や

な
つ
ね

り
ゅ
う
せ
い

さ

く

は
る
ま

う
た
や

か
い
り

み
づ
き

お
く
や
み

清
水  

忠
義

池
田  

裕
茂

山
口  
コ
ヨ

永
海  
イ
ウ
コ

中
西  

三
千
數

井
上  

静
江

西
﨑  

郁
子

中
村

飯
田

都
万

久
見

西
村

飯
田

栄
町

94
歳

81
歳

77
歳

99
歳

83
歳

91
歳

88
歳

（
氏
名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

※

5
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

第
１
回　

竹
島
ゆ
か
り
の
地
・

バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

「
竹
島
の
日
を
定
め
る
条
例
」
が
平

成
17
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
16
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
竹
島
に
つ

い
て
の
多
く
の
証
言
を
島
民
の
皆
様
か

ら
い
た
だ
き
、
新
た
な
事
実
が
確
認
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
隠
岐
の
島
町
主
催
の
バ
ス

ツ
ア
ー
を
３
月
21
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
島
根
大
学
舩
杉
力
修
准
教
授

で
24
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
初
期
に
至
る
ま
で
、
隠
岐
の
島

町
で
の
竹
島
に
お
け
る
経
済
活
動
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
港
町
で
は
昭
和
初
期
に
「
旧
森
山
缶

詰
工
場
」
で
竹
島
の
サ
ザ
エ
で
ボ
タ
ン

が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
港
町
集
会

所
の
近
く
か
ら
竹
島
へ
行
く
発
動
機
船

が
出
航
し
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
西
町

に
は
海
産
物
商
等
を
営
ん
で
い
た
、

「
齋
藤
冨
太
郎
商
店
」
が
竹
島
の
ア
シ

カ
漁
業
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
の

お
話
が
、
写
真
な
ど
を
用
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
飯
美
地
区
か
ら
竹

島
へ
ア
シ
カ
猟
に
行
っ
た
話
や
隠
岐
の

島
町
の
竹
島
問
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
中
村
地
区
で
は
、
白
島
展
望
台
よ

り
、
明
治
時
代
に
松
島
の
洞
窟
に
ア
シ

カ
が
生
息
し
て
お
り
、
ア
シ
カ
猟
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
の
ア
シ
カ
の
皮

を
第
二
回
水
産
博
覧
会
に
出
品
し
た

り
、
油
は
西
村
地
区
で
一
年
間
の
灯
り

等
が
ま
か
な
え
た
こ
と
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
久
見
地
区
で
は
、
久
見
竹
島
歴
史
館

で
施
設
管
理
人
の
八
幡
智
之
さ
ん
か
ら

当
時
の
竹
島
漁
業
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
昭
和
初
期
の
中
心
人
物
で
あ
っ

た
、
橋
岡
忠
重
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

ア
シ
カ
の
供
養
の
た
め
に
再
建
さ
れ
た

と
さ
れ
る
「
久
養
寺
」
を
見
学
し
ま
し

た
。

◆
福
浦
・
長
尾
田
地
区
で
は
、
竹
島
漁

に
行
く
際
に
、
海
の
状
況
を
確
認
し
た

「
日
和
山
」
や
航
海
安
全
を
祈
願
し
た

「
島
神
社
」
（
弁
天
社
）
、
ま
た
、
鬱

陵
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
ビ
ャ
ク
シ
ン｣

と
い
う
樹
木
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
今
後
も
定
期
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
将
来
的
に
は
多
く
の
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
の
養
成
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

港町　水祖神社前での様子
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根
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隠
岐
郡
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岐
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表
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題
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隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
w
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ane.ｊｐ
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代
表
メ
ー
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ア
ド
レ
ス
 ： jouhou@
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15歳未満人口 1,533人 《11.1％》
65歳以上人口 5,633人 《40.9％》
15歳未満人口 1,533人 《11.1％》
65歳以上人口 5,633人 《40.9％》

（　）は先月との比較（　）は先月との比較

6,719（-6）人男

7,050（＋7）人女

7,104（＋5）世帯世帯数

○増  転入 16 出生 12 その他 1
○減  転出 15 死亡 12 その他 0
○増  転入 16 出生 12 その他 1
○減  転出 15 死亡 12 その他 0

人口と世帯数人口と世帯数

人口 13,769（＋1）人

令和3年6月１日現在

編
集
後
記

▼
今
年
は
平
年
よ
り
22
日
早
い
梅
雨
入
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
雨
の
日
が
少
な
く
、
梅
雨

っ
ぽ
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
６
月
と
な
り
ま
し

た
。
▼
今
月
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
、

「
玉
若
酢
命
神
社
御
霊
会
風
流
」
が
６
月
５

日
、
快
晴
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
去
年
に
引

き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
例
大
祭
の
み
の
執
り
行
い
と
な
り
ま
し

た
。
▼
私
は
例
大
祭
を
見
る
の
は
今
回
が
初

め
て
で
し
た
。
広
報
担
当
と
な
っ
て
、
今
ま

で
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
事
に
触
れ
る
機
会

が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
が

通
常
通
り
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

更
に
ど
ん
な
初
め
て
見
る
風
景
に
出
会
え
る

の
か
、
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｋ
）

▼
海
・
山
な
ど
の
自
然
を
活
用
し
た
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
て
い
る
企
業
が
島
内
に

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を

体
験
し
ま
し
た
。
▼
私
自
身
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
は
す
ご
く
久
し
ぶ
り
で
し
た

が
、
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
泳

ぐ
こ
と
が
苦
手
な
人
で
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
必
ず
付
け
る
の
で
安
心
で
す
。
▼
海
が

近
く
に
あ
る
の
が
当
た
り
前
の
私
た
ち
島
民

に
と
っ
て
、
改
め
て
自
然
を
活
用
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｊ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定　　月7
1 日 木 行政相談委員制度60周年記念式典

2 日 金
第38回隠岐の島町ゲートボール大会(9：00～総合グラウンド)3 日 土

4 日 日

5 日 月

6 日 火

7 日 水 年金相談　13：00～16：00（役場本庁301会議室）

年金相談　  9：00～11：30（役場本庁301会議室）

9 日 金

納付金時間外窓口　17：15～19：00(役場本庁町民ホール
入口)

10 日 土

11 日 日

12 日 月

13 日 火

14 日 水

15 日 木

16 日 金

17 日 土

18 日 日

19 日 月

20 日 火

21 日 水
海の日22 日 木
スポーツの日23 日 金

24 日 土

25 日 日

26 日 月

27 日 火

28 日 水

30 日 金

31 日 土

食育の日

8 日 木

29 日 木

※上記の催しは、新型コロナウイルス感染症の発生状況によっては変更
となる場合があります。

そうじろう

佐々木 創次郎くん（原田）

やんちゃな創ちゃん！
元気に大きくなってね♡

いちご

奥 一護くん（都万）
り く

高梨 稜久くん（中町）

1歳おめでとう！
元気にすくすく育ってね♡

誕生日おめでとう！
思い出いっぱい作ろう！

おとは

村上 音羽ちゃん（有木）

まねっこ大好きおませサン
笑いをありがとう♡

しゅんすけ

小村 俊輔くん（中町）

あなたのプニプニほっぺに
癒されます☆

祝１歳♡元気いっぱい、
大きくなってね☆

ぼく、いたずらだーいすきっ★
元気に遊ぼうね！

木村 凪くん（栄町）
なぎ

小泉 葵葉ちゃん（栄町）
はあお

6月30日
（水）締切

「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？
対象者 ：町内在住で8月生まれ満１～３歳のお子さん
応募方法 ：以下の項目を明記し、お子さんの写真を添えて、電子メール・

郵送・直接持参のいずれかでお申し込みください。
※今月は発行スケジュールの都合上、締切が早くなっていますの
で、ご注意ください。

①お子さんの氏名（ふりがな） ②年齢　③性別
④住所　⑤保護者氏名　⑥電話番号
⑦メッセージ（20字以内）

■お申込み・お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２
　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

８月生まれの

１～３歳になる

お子さんを募集

しています！

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

7 月  生まれの
　  　おともだち
月  生まれの
　  　おともだち

1
歳

1
歳

1
歳

3
歳

1
歳

3
歳

パワフル女子！
いつも笑いをありがとう！

田中 彩葵ちゃん（有木）
きあ

3
歳

3
歳


